
Title アメリカ植民地工業の歴史的形態
Sub Title The form of the industry in the colonial America
Author 中村, 勝己

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1953

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.46, No.11 (1953. 11) ,p.905(23)- 925(43) 
JaLC DOI 10.14991/001.19531101-0023
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19531101-

0023

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


-
• 

.• 

-
-
•
•
• 

• 

!u
 

i
. 

• 

■
 
r
 
-
 

■
 
'
 
.
 

、
'
+

. 

, 

. 

- 

• 

■ 

• 

• 

. .

.
，

.，
•
.
.

一.：
.
.
.

1.• 

: 

;
• 

- 

• 

«
. 

I 

•
-

1-;
•
.
.
-f
:
. 

. 

-
• 

J
- 

• 

• 

• 

• 

• 

. 

•

-
三

^ ^
學

會

雜

萍

へ

笫

四

十

六
-卷

-ン

第

十

マ

號、

‘ 

：

-

•
 

s 

:
 

. 

.
、

.

：
 

二 

ニ

.

，(

九

0

四

)

.
•
,
-
,
-
> 
ぃ.... 

•
'
'
.

•'
.
.
iv:
-
..
'
-
.
.
'
,
.

.:
-へ
ぐ.•
•
-.-
.い
.
.：
：•
.;•
:.
'

.

.

.

.

.

.

ン
.rr'
,:
;
,
.
v 

.

.
V
V
.
;
;

2-
-
.:.
'
:
..:
:
v-.
.;v
ぐ
.
.
.
'
4-
'
-
'
-
ぐ':.
-:-
;
-
. 

■■
:
•;-
.. .
-
.
•;
•'■
!
?
.
.
.

:-
•

い
 

v
'
\ 

v
.
'
-
.
.
.
.

--
:
''*
-\
.
v),
'!'
'::
.
:
.
.
-
-
-
. 

... 

-

•.
•*
.
、
•
•
' 

.

.

.

.

.

:•
•
• 

... 

.... 

- 

V

:-
■
-
,■
'
•:.
.
、'
’ 

.

•'
■;
.
 

...;.
-.••
'... 

V'
:
.
-
.
•
•
•
,
. 

r'

'-'.

.

.

. 

V
.

..

.
'■:
•
.
.
I-
':
、
' 

:: 

.

.■'
 

V ';■/
■

r\
.'.
、
•
+ 

......

■'
:.

る
c
栽
國
の
經
濟&

當
面
見
’
に
相
當
，の

麗

に

苴
.つ
て
烈
し
い
動
摘
を
蒙
ft
'

る
：こ
^

が
當
然
'豫

想

，せ

ら

水'̂
の
.で
あ
る
。
原
偵
と
原
眾
位

r
 

5 

\
, 

» 

«

の
•變
動
は
丼
の
相
關
性
を
失
ぅ
の
み
な
ら
.ず
、
圣
然
反
對
と
ヅ
な
る
こ
と
す
ら
.考
え
ち
れ
る
。
'妥
潰
な
經
營
訃
鼓
は
傅
統
的
原
價
訐
箅
の
も 

の
.で
は
，立
ち
，得
，な
ぐ
な
，る
惧
れ
る
が
#

分
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

.

パ

；
：

：
'

,

、

:■
:

'

’ 

：

：

,
*■
'

パ

辟1
)

0

§

贫
 

o

p

. 

:

2 .
t
,
, 

M
V
. 

2
7
7

丨

2
7
8
.

 

• 

' 

. 

■ 

' ■
;

(

註

ニ)

- G
o

e
t

N -;

 

O
p
.

 

c
i
t
.
,

 

F
.

1
6
8
1
1
9
0
.

 

，

ぐ

/

.

,

.

„ 

- ' 

.

.

s

s

'

G

b

e

t

z

;
 

o
p
,
c
i
t
.
,

 

p
.

 

1
9
1
—

2
2

8
.

.

ぐ

..
:,

:

c

四

)

•
拙

著

r

生
.

k

管

理

故」

.

(

昭

ご

三

，
、

懷

關

書

房
•)

九

五

- IJ

三

頁

'

 

’

，
 

'

 

-

'

 

'

、

.

.

.

.

ぐ
、
.
.
• 

• 
.

.

•

.■

.
'
.
八
.-
.
.
.
.
' 

. 

:
:

ニ 

.

.

.

. 

. 

;
、
' 

' 

' 

'
-
t 

J 

' 

• 

' 

' 

r 

- 

• 

' 

, 

» 

..

• 

• 

. 

. 

.

.

.

. 

... 

.

.

V
: 

: 

i 

•
• 

•
. 

- 

. 

.

. 

.

.

'

.

•

:

.

•

•

 

.
 
-
 

f

• 

-
I 

’ 

•一 

.. 

V 

- 

r 

• •
-
•
•
•
•

■ 

- 

• 

. 

.

.

ニ

.

.
'
.
— 

‘
.
-
.
.
.
. 

~ 

•
. ...>•
.
 

. 

• 

• 

• 

.

■
 

• *1
 

r 

- ,
.-
■

.

-

 

I 

- 

. 

•
.
,

;•
I 

- 

- 

• 

. 
^
 

.
 

:
-■
.
.

..

- 

. 

- 

' 

-

、

ノ 

,
 

,>
 

:

，

'

^*
\

衬

，

勝

‘

.己

<

-
,
-
r
- 

■:
 

. 

.
:
:

■■
■■マ'

-

-

-■
: 

: .■.
.
.

 

/
 

'■■ 

"
.パ
...' 

-
.

i- 

-
-
.
へ--■
■->.
- 

-
>
•
.
、
■

•
 

V 

,
-
-
:
;

■■■
■

」

.

.

.

. 

-

, 

; 

• 

• 

■ 

-
N 

' 

i 

.

- 

’

ア
メ
リ
ヵ
植
民
地
經
濟
’の
®,
造
を
極
め
て
大
雜
把
に
言
つ
て
見
る
な
ら
ば
次
の
徵
に
言
へ
ょ
ぅ
。
，
ず

北
•
中

.
南
部
を
通
じ
て
東
尚
■

.

火

海

糧

市

r

n

、

一一
 

r

 

.ョ
I'
ク
、
フ
ィ
|7
デ
>

フ
ィ
ア
、
、亦
ル
テ
ィ
モ
ア
、
チ
ャ
1

ル
ス
ト
ン
等〕

の
大
商
業
資
本
は
、

'
■

沿

荸
.
三
S

岛
に
從
讓
し
た
丈
で
な
く
、
不

動

辱

塵

に

密

接

に

關

係

あ

る

璺

業

ヘ

例

え
I

造
業
.
*

1
業

.
製

粉

業

.
•
加

里.
.

;'

:

、
工
業
及
び
鐵
エ
^——

■

，ト
ラ
フ
.，/

ク
•工
業〕

、
金

融
-
高
利
貸
業
‘ふ
イ
ギ
リ
ス
へ
ん
の
投
资
を
も
含
む〕

、
及
び
海
上
保
險
業
等
に
投
資
し
、

.

て
辱
り
、
.植
民
地
官
资
.
大
地
主
•
敎
養
あ
.る
_
由
業
营(

法
律
家"

牧
師
等
>
と
婚
姻
叉
は
投
&
を
通
じ
て
项
接
な
關
係
^
保
ち 

一
•

致
し
た
利
寄
關
係
の
下
に
支
配
®
級
乃
至r

%

ん

"貴
.胁

'P
L-
1

を
形
成
し
て
屈
た
。，
農
業
に
、つ
い
べ
は
、
北

'，
中
部
は
繁
,

せ
る
*̂
夢

、

‘
民
と
、
.中
部
の
ハ
ド
ソ
‘

v

ノ
河
流
域
の
*

k.

出
售
有
者
を
以
て
、
南
部
は
プ
ラ
ン
タ—

(

タ
バ
コ

•
穀
物
、
衆

•藍
の
生
産
者)

と

奥
地
の 

~

小
農
f

以
て
，、
叉
工
業
に
つ
い
て
は
、

■«
民
織
を
通
じ
て
半
農
半
.エ
の
小
生
產
咎
及
び
そ
の
'中
か
ら
漸
く
分
出
し
つ
つ
あ
る
マ
、
ニ
ュ
、フ

,

'ァ
ク
チ
ユ
ア
主
と
、
之
，と
對
照
的
な
、

」

そ
し
て
當
時
に
.fe
づ
て
は
支
配
的
形
態
で
あ
る
ど
こ
ろ
，か
.、
寧
ろ
逆
、に

例

外

的

な

存

在

で

さ

え

あ

■

る
1ロ
一
大
マ
；

ユ
フ
ァ
ク
チ
土
ア
を
以
て
特
微
ず
け
る
事
が
出
來
る
。
一
而
し
て
.

を

蔽

い

規

制

，せ

ん

と

す

る
イ
ギ
リ
ス
-重
商

義

の

體• 

’

.

.

.. 

- 

. 

■ 

• 

i 

. 

.

.

.

.

. 

... 

■..
.
.

■.，パ

• 

- 

. 

•
，

. 

. 

. 

' 

■
:

一

系

、
之
等
抓
補
民
地
摞
濟
，の
瞥
見
で
あ
る
-
o 

. 

'

.-
く
. 

ノ

ノ

、

‘

:

‘ ，
パ

ノ
 

:

，•
アy

リ
ヵig

民
地
工
業
の
■滕
史
的
形
態
■
■'■
’

. 

■
'
 

, 
-
-■

’ 

/

,

■

ニ

三

(

;:
i
u〇
五)

.



、

.
•

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十j

ハ
卷 

'第
十一

號

，

.

.

.

ニ

四

(

九o
j
c

拟
ザ
ィ
ク
ク
ー
.
S。
ク
ー
フ
ー
ク
は
そ
©'
大
著
へ「

了
メ
リ
カ
エ
業
史」

の
中
で「

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
.工
場
制
度
の
起
原
.

」

に
.言
及
し 

て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
卽
ち
多
數
の
勞
働
荇
をf

っ
の
部
屋
叉
‘は
建
物
の
中
に
#
め
、
製
造
工
程
を
行
わ
せ
る
紐
結
辦
昏
所
，
救
貧

^
:

)

;?
;
フ
ン
：̂

ィ
^
ョ
ネ
一.
-
-
- 

- 

ニ 

. 

\

.
■

-

.

- 

: 

-

-

.ず
く
り
、
七
の
具
體
化
を
早
め
た」

が
，
其
等
が
夫
々「

ど
れ
位
の
此
重
を
も
っ
た
か
を
推
測
す
る
事
は
無
用
な
事
で
あ
る」

.七
し
て
い 

i

併
し
乍
ら
上
述
の
諸
形
態
が
何
ら
か
の
意
味
で
工
場
制
度——

勿
論
其
は
單
に
機
械
を
使
用
す
る
と
か
、
多
數
の
勞
働
荇
を
，一
ヶ
所 

に
集
め
て
作
業
さ
せ
る
上
い
う
遺
味
の
も
の
.で
な
く
、
勞
働
カ
そ
の
も
の
を
商
品
化
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
資
本—

勞
薦
關
係 

を
基g

と
す
る
、
語
.の
‘本
來
の
意
味
で
の
エ
場
制
度——

に
連
な
る
と
い
う
見
解
は
果
し
て
爱
當
と
1
K-X
.る
ゼ
あ
ろ
う
か
。
，.以
下
に
私
は
、
 

ク
ラ
ー
ク
を
手
懸
り
に
い
植
民
地
工
業
の
基
輸
で
あ
る
.織
物
業
及
び
鐵
工
業
の
歷
史
的
形
態
を
遞
っ
て

見
た

い

と

思
う
。

へ.

:
:
.

,

：
:
 

⑴ 

E
a
s
t
,

W
0 
げ ®rt; a.. Business enterprises i

n

 
ゾ
 the A

m
e
r
i
c
a
n

 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
y

H
H
a
, 

M
9
3
8) 

chapter. I. (pp. 

IS

丨29). ；

か
か
る
菩
稹
资
本
に
對
す
る
ク
ラ
！
ク
の
評
價
を
見
よ
。Clark, 

v
i
c
'c
t
-
o
r 

S. 
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の
外
部
に
於
て
原
料
を
前
貸
す
る
事

マ
.

II

ュ
フ
ァ
ク
チ
、n
ア
‘で
行
つ
た
。
卽
ち
マ11

ュ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
經
營
者
は
マ

一一

. 

ア
メ
リ
ヵ
植
民
地H

業

の

歴
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形

態
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. 

• 
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' 

. 

ニ
六
*

へ
九
o
八)

に

よ

り

小
生
產
脊
を
問
屋
制
的
^

支
配
^

て̂
い
た
。
し
か
も
其
筹
ば
種
々
の
形
態
.で
1

か
：
ら

の

版

護•特
權
を
受
け
て
い
»

も
，拘
ら 

ず
、
飭
し
て
不
•安
定
且
短
叙

€
あ
つ
た
。
ク
ヲ
ー
ク
汰
'之
等
を「

獨
立
戰
爭
前
の
植
民
地
に
於
け
る

霧

■物

エ

場
べ
最
も
接
,a *
し
た 

4:
の
”：

一 (

ど
か
'

工
場
組
織
え
.の
一
層
'の
.
.前
進
で
^

4
ど
か
、
.；「

こ
0
.方
府
え
'0、 C

H

場
組
觀
え
，の
-—

引
風
者〕

最
初
の
重
要
な 

一
$」

 

と
し
‘て
趣
隊
し
^

居̂
^?
。

)
艾
ヵ
1

ク
.テ
ン
R
;の
如
く「

之

は

で

.±
J

!

Pは
.な
か
つ
‘た
に
し
て
も
、k

に
最
も
^

つ
い
た
も
の
で
あ
つ
た」

 

と
努
え
る
哲
も
あ
る
.。
併
し
乍
ら
こ
の
巨
大
マ
一
一
み
フ
ァ
ク
チ
，ュ
ア
は
國
民
的
ー
丄
業
の
發
展
を
.^
介
ず
る
も
の
と
'し
..て

の

意

義

は

認

め

ら 

れ
る
が
、会

#
#

抑

&

例
外
的
_

'で
あ
り
、
上
か
ら
エ
業
を
國
內
に
移
植
；
創
出
せ
ん
と
七
た
も
、の
で
あ
を
。
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ぬ
翁
う
と
し
を
い
■齡
觀者

：：，

慕

£

#
ゲ

不

良

聲
»

亂

，な

召

使

翁

を

麻

正
^ -
-
る

作

業

場

を

課

立

す

る

法

 

V

る
.
' 

;V1

八
世
紀
半
逛
に
ボ
ス
.ト
•ン
、

1て
ユ
ー
.
-ョ
ー
ク
，、
フ
ィ
ラ
デ
ル
•フ
ィ
ア
、
チ
ャ
ー
ル
ス
K
ン
に
强
制
勞
役
場
が
設
立
'さ
れ
'た
.。1

七
H 

U

ヰ
‘に
は
一
一
ュI
V
.
.
.

ョ
ー
ク
市
に
對
V
、

「

乞
食
、
逃
亡
又
は
不
行
跡
な
召
使
、
家
宅
侵
入
者
、
無
®'
漢
、
浮
，浪
者
及
び
勞
働
を
拒
*

»
す 

る
贫
民」

.の
爲
に
矯
正
院
及
び
强
制
勞
役
場
と
し
て
用
い
ら
れ
る
救
^
:院
钇
設
立
す
る
權
限
が
與
え
ら
れ
て
い
.る(

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
，
チ 

.
ャ
I

タ
ー)

o
此
等
の
中
に
設
け
ら
れ
た
マ」

一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
は
收
容
さ
れ
た
輕
犯
罪
者
及
び
貧
民
に
紡
績
.
織
布
を
行
わ
せ
た
。

一
七

六
年
に
-フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
强
制
勞
役
場
は
そ
の
收
容
者
に
ょ
っ
て
造
ら
れ
た
綱
具
.
製
痰
材
料
.
着
色
糸
及
び
^
色
リ
ン
ネ
ル
の
販
賣 

を
廣
街
し
て
い
る
ず
こ
こ
で
は
資
本
は
主
と
し
て
«>
#

に
用
い
ら
れ
、
紡&

に
市
場
を
與
え
る
事
に
ょ
，り
、
典
を
獎
勵
せ
ん
と
-1
.た
も
の 

:
:
あ̂
役
纪
。| ;
觉
珊
1

刖
:0
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_
八
阻
庇
運
猶
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辟
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^

^

次

淹

刹

..リ
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ル
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輕
減
し
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あ
る
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へ
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•
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^

現
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テ
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エ
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、
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‘
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メ

リ

ー

ラ

ン

ド.の
プ
ラ
ン
ク

ー

、
チ
ャ
.1
.
ル
え
へ
キ
V

、ロ
ル
，if

キ
ャ
‘ 
ロ
.ル
ト'

V

の
ブ
ラ
ン
テ
-T
1

ク
ョ
ン
に
織
機
室
^

靖
^
し
た
程
鹿
の
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r

:
 メ'
リ

犷

植

民

地

工

業

の

歴

史

的

形

態

.

.

.

.,

■ 

. 

. 、
：
 

二
七 

<

九
0

九)



' 

:
‘ 

W
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.
田
學
會
雜
誌
第
四
十
^
卷
第
十
一
號
： 

> 

. 

'

f
 

ノ
 

u

八
ハ
九
十

o)
興
造
場
，を
設
け
、
姊
隸
用
衣
服
及
び
粗
末
な
ホ
パ1

ス
バ
ン
'を
生
產
し
て
い
た
が
、
勞
働
力
は
奴
隸
及
び
契
豹
奉
公
人
か
ら
成
•り
、
熟
練 

監
#

#
の
監
督
と
敎
育
の
下
に
勞
.働
し
て
い
た
。
汊
ヴ
ァ
ジ1

一
ア
の
プ
ラ
ン
ザ
I
、
ロ
バ
ー
ト

•
力
ィ
タ
ー
は
織
布
エ
ダ

M

ル

•
シ
'
リ 

ヴ
ァ
ン
の
監
#
^;
に
奴
隸
の
織
布
5:
ハ
名
.
.制
齡
で
耻
名
を
1
て
同
樣
の
生
產
に
當
ら
せ
て
居
た
。‘
更
に
一
七
七
七
年
チ
~
ャ
ー
ル
ス
ト
ン 

の
南
の
T:
フ
ラ
ン
ク
ー
は
、
白
人
®

：
^

!一
 

名
の
織
^:
エ
の
監
督
下
に
主
〇
名
の
'奴
隸
を
し
，て
每
週
綿

*

毛
交
織
物
一
一
ー
〇
ヤ
ー
ド
を
生
1

.. 

. 

V
: 

.... 

>
. 

-
- 

-

■

.

 
ノ 

.
-
. 

- 

. 

- 

, 

V
.
. 

.

.■

: 

: 
.'. 

■ 

- ノ 

. 

..ニ
 

■

產
ざ
せ
て
い
过
。
' で
こ
に
於
て
はH

粟
經
瞥
宥
は
外
な
ら
ぬ
半
對
建
、的
土
地
所
有
#=

ブ
ラ
ン
タ
ー
せ
あ
り
、
.そ
こ
を
賞
く
も
の
は
プ
ラ

シ
グ

-
-
奴〗

識
と 
'ハ
ぅ
身
分
敗
從
愿
關
係
で
あ
る
。
、そ
1>
'
て
生
產
物
は
主
と
し
て
苜
給
用
で
あ
る

Pそ
れ
故
に
此
等
の
發
展
め
中
か
ら
、

.

.

.

.
-
- 

' 

(

.8) 

-

、

か
の
ス

レ

イ

タ

丨

に

先
立
つ
て
水
力
に
ょ
る
小
規
模
の
ジ
ェ11’

丨
ニ
場
が
出
現
し
た
と
し
て
も
、
本
來
の
資
本

-
勞p

關
係
は
排
除
さ

.

れ
て
い
た 

o
, 

■ 

.

'

、

-7
\

/

-

'

、

.(

10)

r-
ャ
ー
ル
ス
*
キ
ャ
ロ
ル
は
有
名
'な
パ
タ
プ
ス
コ
鐡
工
業
に
五
分
の 

一
0
出
资
を
し
ハ
鐵
エ
屢
に
於
け
る
非
商
人
資
本
家
のj

人
と
さ
れ
て
い
る 

•
Q
l
, 

op. 
o

f

 P
.
1
9
)
。

獨
立
宣
言
署
名
考
の
. ー/人
。clark,-op. 

c
i
r

p
,
1
9
L
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 Doc-omentaly History of 
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orns,
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(

12) 

Clark, Ibid.'p. 191, 

、
 

'

(

13) 

p
日
^Ibid., p. 
0
. 

、

、

.

,

以
上
に
於
て
織
物
業
に
於
け
る
特
權
集
中
マ
一 

ュ
‘フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
檢
討
し
た
が
、
之
等
は
當
時
の
ブ
般
的
形
態
で
あ
る
ど
こ
、ろ
か
、
 

寧
ろ
逆
に
例
外
的
存
法
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
小
生
產
蕃
を
問
屋
制
的
•に
，支
配
し
、
織
布
工
程
或
は
仕
上

H

程
を
行
つ
.て
い
た
。
勞 

動
力
ば
或
は
貧
婦
李
に
、
或
.は
孤
兒•

浮
浪
者
*
犯
罪
人
をig

權
的
に
拘
置
V
緊
縛
し
た
强
制
勞
働
に
、
或
い
は
更
に
黑
奴 
'
契
約

奉
公
人
の
不
自
甶
熒
働
に
依
#
-す
る
。

.L
か
も
前
期
的
商
業
資
本
の
凝
集
點
ボ
ス
ト
ン
、

ニ
ュ
ー
.
ョ
ー
ク
、
ス
プ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
チ 

ャ
ー
ル
ス
ト
ン
に
分
布
し
、
或
は
ブ
ラ
ン
テ
イ
、

>
>

 

ン
制
度
そ
の
も
の
と
結
付
い
て
‘い
る
點
正
じ
く
そ
の
本
質
を
物
語
る
も
の
と
一K

え
；よ
：
 

ぅ
。
從
つ
て
之
等
々
工
場
組
織
え
め
ー
、步
乃
至
接
近
と
し
て
理
解
し
よ
ぅ
と
す
る
立
場
.は
明
白
に
誤
で
あ
り
、‘
ご
の
上
か
ら
の
體
系
は
結 

'
房

本

來

の

资

發

働

關

係

え

^

必
.然
性
を
自
ら
の
衷
に
持
た
な
い
と
一K

わ
.ざるを得ない。
.

’
、

 

.

: 

㈡

然
し
乍
ら
他
方
に
於
て
、
し
、の
上
か
ら
'の
體
系
に
對
應
し
て
廣
汎
に
半
農
半
エ
の
小
生
產
莕f

a
r
m
e
r
-
c
r
a
f
s
t
m
a
n

が
存
在
し
、
し
；
.

.办

私

ぞ

の

中

か

：友

次

第

^

家&

勞

衝

疫

漭

而.
-0
雇
«

勞
働
を
加
.え

：て

辍

模

を

獷

太

位

始

：赛

_

立
^

れ
て
來
七
。
こ
の
事
情
を
毛
織
物
業
に
っ
い
て
檢
討
し
て
見
る
。
.先
ず
、S

 

•毛
ル
織
物
ス
業
。丨
紡
宅
エ
程
は
作
業
が
簡
單
な
の
で
通
常
婦
：‘ 

人

•
子
供
に
よ
り
各
家
te
で
副
業
的
I

行
、わ
れ
女
。
織
布
工
程
は
男
子
熟
練
工
が
自
己
の
.

場
で
耕
作
勞
働
の
餘
暇
に
行
っ
た
が
、
次 

第
に
專
門
化
さ
れ
て
行
っ
*た
。
縮
絨
工
程
も
男
子
熟
練
工
に
よ
り
水
力
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、
縮
絨
場
の
數
%:
か
な
り
の
數
に
上
る
。
'仕
. 

上
工
程
如
家
庭
か
ら
漸
次
分
離
さ
れ
、
縮
紙
場
所
有
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
。-
、經
營
形
態
と
し
て
は
中
央
職
場
制
•
巡
囘
織
布
エ
•中
間 

.形
態
の
三
つ
を
と
る
。
'
中
央
職
場
制
は
か
な
り
人
口
の
多
い
地
方
.に
限
ら
れ
、
願
.客
が
織
糸
を
持
參
す
る
。
縮
絨
場
と
つ
な
げ
て
設
け
.ら
：

:

が

：る

事

ボ^:
|)
'
:か
&

_
靈

-]
:
:
:ぼ

黨
_

霧

着

取

、
；

〉

；富

«

-

^

房

ゃ

じV

織
布
し
た
。
ノー
 

7
:丨
\

5
丨
ク
で
は
彼
等
に
對
'す
る
需
要
は
通
例
の
事
で
，あ
つ
た
。
中
間
形
態
は
自
己
の
職
場
を
都
市
に
も
ち
Q
H>

,
惧
習
妳
に
夏
期
む
何
ヶ
ル
か
を
農
ぜ
の
巡
囘
に
風
ぅ
る
も
の
で
、

口
ー
ド
.
-ア
イ
ラ
ン
ド
に
見
ち
れ
た
。
問
屋
制
度
は
未
だ
親
れ
て
い
食 

い
と
い
っ
X

よ
い
。
⑵

一
、主
に
都
市
の
两
の
熟
練
乏
よ
り
行
わ
れ
I

 

l

y

l間
屋
f

よ
I

I

 

り
、
稀
に
-は
巡
囘
職
人
に
よ
る
事
も
あ
つ
.た
。

、

ヴ
.
.
*
:
條

證

达

等
'€
)
'1 1
:
患

遨

物
&

ボ

ぞ

會
»

妒

着

用

私

た.が
％

先̂
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.

部
の
奴
隸
が
蔣
え
ら
れ
石
。
之
に
.對
し
‘多
量
の
イ
ギ
リ
'ス
製
品
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
:0
そ

の

中

、
、
高

級

品

は

東

部

商

業

都

市

の

上

流

階

級

< 

>
•

及
び
，南
部
の
！

\ 」

フ
ン
ク
ー
に
ょ
り
求
め
ら
れ
次
ん
の
で
あ
る
。
そ
の
購
質
力
は
，商
業
都
市
で
は

H

一

c

質
易
に
ょ
る
富
'で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ク 

I
の
場
合
はV

、
八
コ
，-及
び
來
の
樣
な
主
生
產
物
1
ょ
?>
:
仏
の
.で
も
る
。
.波
等
ル
國
內
製
ロg

に
對
す
石
强
い
偏
見
を
抱
い
、

.て
居
り
、
財
政
的
- 

に
困
窮
し
國
民
め
壓
カ
ゼ
k

t
o; 
，っ
も
舶
來
品
え
 
•の
强 

V 執
着
を
承
し
、
 

獨
立
戰
爭
直
前
の
ィ
ギ
リ
ス
商
品
ボ
ィ
コ
、ッ
ト
運
動
に
义
容
辱 

に
同
調
し
’な
か
っ
祀
。
.焚
廉
價
品
は
都
市
の
ネ
• 
T
層
向
の
中
自
給
出
來
.ぬ
部
分
を
：補
い.、
或
は
プ
.ラ
シ
>
ィ
シ
'ョ
ン
の
奴
隸
用
で
あ
づ
‘

.
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た
。
，中
級
品
は
都
帘
に
限
ら
机
、
餘
り
'重
要
で
ゆ
な
い
。

-

.

、
ノ

,

、
、

毛

縱

物

が

小

坐

產

教

は

古

'<
は

ピ

ル

.
ダ

厂

ム

「

.
プ

ァ

ー

ザ
ー
ズ
の
中
に
一
一
一
名
見
出
さ
れ
、

一
•
六

四

三

年

に

は

ョ

I

ク
シ
ャ
ー
の
毛
織
物 

業
地
帶
か
.

&
ー0
家
族
以
上
が
マ
サ
チ
.ュ
セ
ッ
ツ
の
卩
ウ
リ

V

に
移
住
し
、；ノ
ご
の
國
最
初
の
縮
紙
場
を
設
立
し
て
い
る
。
そ
の
■後
の
毛
織 

物
生
库
の
展
開
に
っ
い
て
^

述
す
る
^

は
^-
略
し
た
い
。
都
市
か
ら
絕
え
$

村
に
移
動
し
、
半
ば
.農
民
化
レ
っ
づ
あ
つ
た
小
生
產
苕
は：
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.

 

.
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.
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.
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.
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•

:

植
民
地
時
代
は
素
ょ
り
、
か
な
り
後
迄
農
村
を
特
徵
ず
忖
る
存
在
で
あ
つ
た
が
、
彼
等
„の
中
か
ら
徐
々
に
そ
の
：經
營
規
模
.を
獷
大
し
、：：.獨
：
. 

立
の
職
場
主
と
な
る
.
#が
現
れ
て
來
る
。
そ
レ
て
そ
の
樣
な
農
村
エ
業
の
凝
集
點
と
し
.て
、
農
村
の
只
中
か
らH

 

:

業

：̂

o

f

.

w
場i 

'町
：
ガ
ダ
ス
ト|
|ル>
§
が
浮
び
上
つ
て
來
る
。
例
1
ば
ぺ
シ
ツ
ル
ヴ
エ
ン
ア
の
ラ
ン
カ
ス
タ
11
で
は
一
七
七
0
年
顷
を
境
に
、
從
來
こ
の
町 

の
三
分
の
一
の
家
適
が
從
事
し
て
’い
た
リ
ン
ネ
ル
•及
び
毛
織
物
坐
糜
が
、
次
第
に
專
門
の
織
布
業
卷
の
手
に
移
っ
.て
行
っ
た
。
多
數
の
日 

•«>
赠
ハ
ル
か
絶
か
か$
费
ヤ
か
勒
か
歡
砂

H

は
そ
の
地
方
の
織
物
業
を
牛
&
り
、
更
，に
關
聯
業
笤
と
し
‘て
多
く
の.梳
毛
0:
'
.
.
.
.

縮
絨
エ
.藍
樂
：
 

4

X T
,
,绩
及
び
.織
機
製
造
者
が
勃
興
し
た
。
銑
砲
生
產
者
、
幌
馬
車
生
產

#.
導
を
も
含
め
T(
、ュ
フ
ン
カ
ス
タ
I
に
は
一
.七
七
〇
年
に
一
一
六
西
.

-

, 

' 

ヽ
 

へ8 y

名
の
親
方
職
人(

納
税
ぎ
の
六
六
炻
>
-が
'活
躍
じ
て
い
た
‘
0
,植
民
地
時
代
の
末
期
に
は
こ
の
.種
の
工
業
町
と
'し
て
•デ
ャ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
、
ベ

(

9 
ン
• 

、
o 
ン

"s
is
l
ノ
 

，
\ 

- 

' 

*

ツ
レ
へ
句
、、
ョ
ー

《

、
ト
レ
ン
ト
ン
等
を
擧
げ
右
事
が
出
来
よ
う
。
之
等
は
ボ
ス
ト
ン
、
二
ュ
ー
り
ョ
ー

•ク
、

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
等
の

.

大
齒
業
都
市
.か
ら
或
程
度
の
阻
離
を
保
ち
、
そ
こ
を
，經
由
す
る

ィ

ギ

リ

，

r?

商
品
の
波
が
及
ば
な
い
農
村
に
位
し
、
特
殊
の
製
造
業
の
中
心

-
:
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-
-
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ン
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.
-
.
.
:
- 
-
■
' 
ス
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•

と
な
る
事
に
ょ
っ
て.六
商
桊
都
市
の
商
業
圈
か
ら
離
脫
し
、
局
地
的
市
場
を
形
成
し
始
め
る
。' 

:

■

.

對
本
國
關
係
の
鵾
化
に
ょ
る
國
產
衣
料
着
用
運
動
が
起
っ
^
時
べ
之
ヒ
^
く
抵
抗
し
た
の
は
凍
部
ル
支
配
階
徽
ヤ
あ
^ ,
ィ
ギ
リ
ス
製 

氣
紀
品
の
輸
入
杜
絕
に
ょ
づ
‘て
太
部
分
の
植
民
地
人
は
打
擊
を
受
け
，久
如
っ
だ
。

.
’ど
.の
時
の
’‘衣
類
の
缺
艺
は
軍
用
の
其
で
あ
り
、
家
內
生

r 

、
 

(

2

J 

*

s-
i產
に
.ょ
る
毛
織
物
ゆ
家
.族
.の
必
.要
を
充
tr
s;
.で
^
.く
.̂'
そ
.の
餘
剩
を
販
寶
す
る"程
.で
あ
.つ
，た.;:
'°.ィ
.ギ
$
 

は
' 

對
抗
關
係
に
あ
り
、
獨
立
後
も
約
半
墓
に
1[
-
っ
て
惱
ま
さ
ル
る
が
、
こ
こ
‘に
戰
々
は
卜
_
民
的
唑
產
：！
對

S:
國
埒
的
需
要〕

、C

國
民
' 

的
產
業〕

i

 I

ィ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
及
び
其
と
連
な
る
産
業
：
！
上
い
ぅ

矛

盾

，しir

立
す
る
一1

っ
'か
體
系
を
見
出
■す
事
が
出
來
る
。
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鐵
工
業
6
織
物
業
上
雄
ふ
，
~で
辱
^
か
ら
植
民
地
に
行
わ
れ
ハ
イ
ギ
ル
X
重
商
主
義
體
系
，の

 

ー+環
-

V

し
て
*
國
に
鍊
鐵
を
供
給
す—

る
爲
に

遠
く
イ
ギ
リ
ろ
■か
ら
賢
本
が
投
ぜ
ら
‘れ
て
い
た
。
鐵
エ
業
は'第
ー
.
に
は
農
機
具
.
道
具
等
生
產
手
'段
の
生
*-
第
二
，に

特

に

對

本

隱

係

の
賢
迫
と
共
に
軍
事
，

H

襲
と
し
て
、
'上
か
ら
の
保
護
特
權
を
受
け
っ
，
っ

.、急
速
に
發
，展
レ
た
？
其
等
の
.經
營
形
態
の
あ
り
方
を
以
下
に
及
ぶ

限
り
迪
つ
て
見
る
。 
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六
四
三
尔
ゥ
ィ
ン
ん
ロ
ッ
ブ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
一
、
〇
〇
〇
ポ
W

Tの
资
本
と
勞
働
#
を
携
立
て
リ
ン
に
鐵
工
場
を
設
立
し
、
多
く

— 
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» 
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k

の
特
、灌
を
受
け
て
以
來
、
ジ
ョ
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ゼ
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•
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ス
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ク

ス

父
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、
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に

ブ

レ
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ト
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デ
ィ
ン
グ
ト
ン
、
チ
ャ
ー
ト
リ
ー
、
ホ
ー
プ
ヴH
ル
筹
の
各
鐵
工
場
に
關
係
し
た
'
レ
ナ
ー
ド
一
家
、銃
砲
生
産
者
ヒ
-
ユ
1
,
オ

ー

其

他

多

數 

の
鐵
エ
業
孜
は
、
或
は
イ
ギ
パ
八
人
叉
は
植
民
地
人
の
カ
ム
パ
一
一
ー
.制
に
ょ
り
、
又
比
個
人
所
眘
に
ょ
石
鐵
エ
場
で
、沼
鐵
を
用
い
木
炭
を 

燃
料
と
し
て
也
產
に
從
事
し
て
い
ぢ
，
併
し
一
七
1
八
四
萍
に
於
て
さ
.
へ
マ
士
チ
'
ユ
セ
ッ
ツ
.に
は
七
六
の
鐵
工
場
が
存
在
し
た
が
、
.
そ
の
多 

卜

；

S

如
か
和
ク
な
ぎ
し
て
沼
鐵
を
使

>9
す
石
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ッ
の

^

鑛
爐
it
生
產
方
^

^
幼
P'
で
生
産
額
も
小
さ
く
、

「
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の
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ン 
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生
產
に
從
事
し
、次
第
に
そ
の
地
位
を
闶
上
し
て
行
っ
た
。r

鐵
，工
場
の
あ
る
所
レ
ナ
ー
ド
一
家
あ
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立
戰
爭
迄
南
部
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
經
濟
的*

澉
治
的
生
活
’を
全
く
支
配
し
、
さ
な
が
ら
貴
族
の
如
き
生
活
を
し
て
い
•た
。
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如
く
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^
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し
支
配
階
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に
成
上
っ
て
行
く
。
し
か
も
彼
等
の
中
か
ら
熱
烈
な
獨
立
論
者
を
産
み
出
し
て
い
る
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: 

+.
 

>
 
卜

.

(

8) 

S
w
a
n
k
,

 Ibid., p* 119. 

,
 

* 

/

■

中

，
南

部

鐵

工

業

の

特

徵

は

何

ょ

り

も

「

ア

イ
.ア

ン
•
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン

J

で
あ
る
。
共
は
差
當
り
次
の
樣
な
も
の
で
あ
る
。
先
ず 

そ
の
規
模
は
様
々
で
あ
る
が
多
X

は
數
千
H

1
力
I

の
土
尨
の
外
に
、
邸
宅
、
勞
働
#

住
宅
、.
培
鑛
爐
及
び
銀
工
場
、
鐵
鑛
山
、
炭
燒
場

_

_

用
1

_

; 1
雙

_

期

缓

_

§-
-

'

_材
場
、1-
'

響

、；
#

_

^

^

^

.各

苺

欠

：だ

&

給

良
*:
'

,

:斯

^

_

_

郝

廝

わ

«-
;

遂

：觀

爲

蒙

ゆ

河

川
¥
ー

霞

黑

は

道

鑑,

沿
_

て
：位̂

繁

て

、
：：：：勞

響_

3

_變

驗

料

屢

ぬ

痛

名̂

^

孤

,
九
1:
:

_
鮮
爐
敏
亂_

« ;
、
む
苘
齡
事
ユ;^
パ
»

11
:
»'
—

:
«
5

M

ニ
〇
名
、
計

一

四
四
名
.の
勞
働
教
を
擁
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

：

'

.

、

ハ
-

:

. 

、
、- 

ア
パ
リ
ヵ
植
说
地H

業
.の
歴
史
的
形
，態

.

. 

ペ

.
 

：

ノ' 

.

三
三 

<:九
一
:
5



•
;
三
象
會
雜
誌 

< 第
四
.七
六
卷
-!•
•
•摩
ー

號

：

：

;

V
■:
.
 

■
 

\ 

•‘ ：

,

コ
ー
四
へ
广
カ
ー
プ

、
-

.
* >
和
か
胁
か
と
し
て̂;
次
め
3
つ
が
’鸾
ぇ
、ぁ
れ
兮
。
郎
ち
第

T

に
は
外
國
貧
本
、
第
ー
ー
に
地
主
*
商
人
廣
本
、
第
ー
ー
ー
に
メ
生
產
教
の
蓄

.■ 

.

.
'
.

へ
:
■.
-
' ■一
 

V
- 

-
:

:■
■,■.'.
■1
,
v
'
.
.
;
ハ

 
ノ
 
一，
. 

- 

'

■■
■く
./
.
..■
■:
.
-
'
-
• 

.

■■
-
. 

'
.

-.
'
.
ゾ

い

.. 

.

，
''.
-ン
s?
.
\
*
-
:

>̂
'
.
'
|

ン

々
>
'へ-.
ム
-
,
,.■
■.
.-.
. )

...

.:'
■

■
に
 
ノ
.
.. 

"

V.

'-.'

:■
•

'

-
;■
■-
•■:■

■
■,.
.
.
.

 

.■■
;'.
1
.'.
>
,'
'
.
.
.
.
:

-■■V.

1''

■>
-■;

■V...

.

.

..

ハ
.
:
V 

.

賴
0 

先

ず

，

；
 

ノ 

•

，

パ

. 

' 

' 

• 

•

. 

,

. 

⑴

外t

資
本
。
' 
ー
セ
世
紀
の
半
ば
以
降
イ
ギ
^

ス
で
は
猶
料
瓜
森
.林
の
洄
渴
か
ら
銑
鐵
：及
び
棒
鐵
の
生
產
が
證
し
始
め
て
，い
る
が
、
 

.
ス
ウK

丨
デ
ン
，に
依
#'
出
來
ぬ
と
い
t

政
治
的•

軍
事
询
見
地
か
ら
、
植
民
地
-の
-製
鐵
業
と
'結
が
付
こ
う
と
ず
る
動
向
が「

七

5

年
代 

に
現
れ
て
來
る
|)

、かかる動きに應じ？

装

e

接
植
民
地
に
投
下
さ
.れ
た
。
。ハ
r

ぐ

暮

名

な

貴

族

。へ
ふ

！

ハ

1
ゼ
ン
ク
レ
1
フ
ァ
，1
は
ベ
ギ
リ
，
ス
资
本
に
よ
'る
ア
メ
リ
カ
ン

.
了
イ
ア
ン

.
カ
ム
。八
ニ

1

善
ロ
ゾ
ド
ン

•
カ
ム
。ハ
|了
と
し
て
如
ら
れ

る
じ
の
资
本 
一
r

〇
〇
o
ボ
ン
ド
-を
携
，え
、
ド
イ
ツ
人
勞
働
苕
五
三
五
名
及
び
そ
の
家
族
と
共
に

 

一
一
，

！

ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
渡
來
し

a

 

七
七
六
年)

、
土
地
•を
購
入
し
培
鑛
爐
三
、
锻

H
場
六
及
び
附
屬
工
場
若
千
を
，建
設
し
：
、
五
四
、
〇

0
〇
ポ
.ン
'ド

(

叉
は
三
ケ
年
に
ニ
五

う
0

〇
ポ
ン
ド

-
-
ク
ラ
ー
ク〕

を
投
下
し
た
が
、
經
營
狀
態
不
良
な
爲
ド
イ
ツ
に
_

り
、

シ
レ
ジ
ナ
で
麻
織
物
業
を
營
み
诚
功
し
た

ク
’ラ
丨
ク
がf

■

翌
馨
前
の
ア
メ
リ
カ
に
於
て
企
て
ら
れ
た
最
大
の
工
業
企
業
で
ぁ
つ
た
が
、
.植
民
地
が
そ
う
い
う
篛
の
S

 

で
ぁ
の
义
H

に
よ
り
孩
術
的
•
組
織
的
•
經
營
的
な
面
で
ど
れ
丈#
益
を
受
，け
た
ど
し
て
も
"
其
は
事
業
の
性
格
か
ら
运
つ
て
本
質 

的
に
，ョ
，丨
ロ
ッ
。ハ
：

^
で
ぁ
り
ク
土
着
の
土
業
組
織
の
發
展
の
段

^
を
示
す
も
の
で
&
な
い
卜
と
述
べ
た
の
は
正
當
な
理
解
を
示
す
も
の
で
，
 

あ
る
0,
M
に
ド
イ
ツ
-か
ス
テ
ィ
！
ゲ
ル

I
)

一
 
七
五
0
年
‘ロ
ッ
テ
ル
グ

A
か
ら
渡
來
し
、
；
ト
イ'-'
/
資
本——

少
く
と
も
そ
の
一
、部

は

に 

よ
り
。へ
ン
シ
ル
ヴ

H
1

ー
ア
&

及
ガ
ラ
ス
工
場
を
經
營
し
-て
い
た
。
'即
ち
ド
イ
X

ジ

"
ン
.
ヒ
ユ
丨
バ
I
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
エ
リ
ザ 

ベ
ス
溶
鑛
爐
を
一
七
‘五
七
年
パ
1-
ト
ナ
''
,丨
と
典
に
購
入
し
漸
な
媳
を
も
設
け
た
.
1、
烟
政
困
難
の
爲
-f
劁
し
て
，V
る

--
^

等

は

こ

の

厂

ヵ
 

ら
多
數
の
ス
ト
-
ヴ
を
生
產
し
、
其
は
廣
く
ラ
ン
カ
ズ
タ
V
'、
ン
ブ
ン
兩
郡
に
行
き
亙
つ
て
い
た
。
其
他
リ
ン
鐵H

赏
イ
ギ
リ
ス
人 

と
植
民
他
人
，か
ら
成
る
カ

ム

パ

一

一

ー

に

ょ

り

始

办

ら

れ

て

ぃ

-̂>
1
~プ
リ
ン
—
ゼ
.
.ォ•

カ

ム

パ

一

一ー

は
最
初
全
資
本
を
イ
ギ
リ
ス
製
鈥
業
教

に
仰
い
だ
が
、
後
植
民
地
在
住
の
經
營
咎
や
フ
.シ
ン
ト
ン
，家
興
他
も
參
加
す
る
樣
に
な
っ
‘た
。
オ
ウ
へ
ガ
ス
チ
ン
•
ワ
シ
ン
ト
ン

‘〔

ジ
r
 

<ジ
\
ヮ
シ
>
;ト
ン
の
父

〕

は
潋
鑛
を
產
出
す
る
土
地
約
，一
、
•
六
〇
〇
エ

I

力
I

の
地
主
と
し
て
、‘
カ
ム
パ11 .

丨
財
產
の
六
分
の
一
の
所
有
行

i 

V
L7)

 

* 

 ̂

り
- 

,

で
.あ
.っ
允
。
y
、
同

力

-
ム
パ
ノ
一
一

 

ー
は
メ
リ
ー
ラ
、
\
ド
'に
も
若
干
の
企
業
を
有
，七
て
い
た
。
か
く
て
外
國
資
本
に
ょ
る
也
業
は
何
ょ
り
も
蜇
商
.'

'勤
_

_
數
_

_
涵
紀
|
纖

0;
廳
_
靡

業

雜

規

模

漏

爾

の

水

维

赵

越

完

證
_
塑

驗

_
移

響

：為_
す
為
4

0

ヤ

民
地
域H

業
に
と
っ
て
は
異
質
的
•
例
外
的
事
在
で
あ
っ
た
。
獨
立
に
際
し
て
は
プ
リ
ン
，
、

V

ヒ

.オ

.
カ

ム

パH
—

の
如
き
は
パ
ー
ト

ナ

ー

, 

ぺ

-8) 

V 

,

が
本
^
侧
と
桢_13

地
侧
に
分
裂
し
た
が
、

マ
ウ
ン
ト
，
'
ホ
ー
プ
溶
鑛
爐
の
如
く

 
ロ
ン
ド
ン
•
カ
ム
パ
ニ
ー
と
乎
を
切
っ
て
植
民
地
に
興
す

, 

-(

19)

 

f 

•
 

•

，
 

, 

,

.̂
•も
の
も
现
れ
て
來
，た
。

 

• 

, 

• 

、
，
 

.
!

(

9) 

wining:,, op-ci-t.,

«•1
9

.

, 

‘ 

.

(

10
.)

一
 
六

芄

七

，年

ア

ン

ト

ニ

 

I 

.
ラ

ン

V

ス

ト

ン

，設

立

の

ヴ

ァ

ジ

一

一

ア

所

在

鐵

X'
場

の

例

。

Moriris, 

o
p
.

 

cit., 

p. 

3
9
-
4
0
.

,
<11)

，wi
n
i
n
p

 ibid., pp, 

S2

^
0̂0
,
,矢
ロ
孝
次
郎「

',
イ
ギ
リ
ス
政
治
經
濟
.̂j 

ニ
0
九
i
ニ 

一
 

O
K。
か
か
る
傾
向
は
木
材
業
及
造
船
業
に
も
現 

れ
て
い
る
。colkrk,op. cif.p.,147).

<12) 

S
w
a
n
k
,

 o
p
，
cit.” p

.
1
4
9
-

!
§
? Clark, Ibid., p.. 147, 174.;, 

B
is.
n
g
, 

Ibi

f*p
.
18.

<13
> S

w
a
n
k
,

 Ibid., R

 106,147, 1
6
9
,

to
o
9
;
 

Clark, p
.

 176, 

179, 180, 

lQO
r

.

-
:
•
.マ
..'
.'-
.
'■'
:
'
-
_•
•
-
•
<
.
、
. 

.

.

.
'
■
-
.“
.*:
•'
•
.
.••
•;
.:.
. 

.

.

.

.
V 

:',
 
i\. 

'
;*•
•
.
.ぐ
-I
:.
 

:
-
'
•
•
•

:'
.....r.
-

.•:
•
-ハ
.':v 

.... ニ

.
'
.
.
-
-
.
-
.
'
'
.
-
'
:

<14
> Clark, Ibid., p. 146. 

•
-

<
1 6)

1

七

ニ

.
3年
カ

ム

パ

ニ

ー

設

立

赏

時

、

祐

は

ウ

ォ

ー

リ

ッ

ク

シ

'v
r
の

雄

主

ウ

イ

リ

ア

ム

•
-チ
ヱ

ト

ウ

イ

ン

ド

、
ロ

ズ

ド

ン

商

人

、ジ

-
ョ

シ

ユ

ア

•
、ジ 

丨

、

パ

ー

ミ

ン

ガ

ム

の

製

鐵

業

者

ウ

イ

リ

ア

ム

1
フ
ッ
セ

.ル
、

•ス
タ

！<

ォ

ー

ド

ダ
ャ

ー

の

製

織

業

潘

'ジ

3
ン

•
イ

ン

グ

ラ

ン

ド

、

製

鐵

業

^
'ジ
ョ

ー 

ゼ

フ

•
フ

ァ

-丨

々

丨

及

ぴ

ジ

ヨ

ソ

•
ラ

ス

ト

ン

か

ら

成

っ

て

い

た

？

 (
w
w
a
n
k
,
-

 Ibid,, 

3?, 242).

’

■ <16) 

’Clark, Ibia,,:p. 147. 

: 

、

<
17)

m

含

0

. KIbid,, p.’
503. 

•

、 

、

ァ
メ
リ
カ
6
跖
地
工
業
の
歷
史
’的
形
憩
.： 

、
 

三
五
' (

九
一
七)
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£

»謹
裏
肺
^

^

 纖
^

1

1

3

|

_

|

_

.

_

號
|1

.(
L8)
 

C
l
a
r
k
,
-
I
b
i
d
.
,

 

p
.

 

1
7
3
-
4
:

へ

• 

• 

鄉 

V 

(

19
> 

S
w
a
n
k
,

 

Ibid., 

P
.
1
5
1
I
2
,

 

\ 

• 

\ 

' 

'

⑵

地

主
.
商
人
資
本
其
他
-

ノ 

.

'

,
し

，

_

-
 

上
述
の
外
國
資
本
に
呼
臌
し
て
植
民
驚
部
か
'ら
も
資
本
が
段
下
さ
れ
る
。
卽

ち

驚

地

の

大

地

至
.
前

，期

的

商

業

資

本
.
驚

地

官
 

0 

•栽

判

官
•
法
律
家
等
：豪
階
級
の
中
か
ら
鐵H

業
，に
投
資
す
る
宥
が
现
れ
て
來
た
。

一
セ
年
以
前
に

'リ
ザ
ィ

>

グ
.'ス
ト
ン
領
の 

听
有
兮
ノ
ィ
リ
ツ

’ブ

.
リ
ヴ
ィ
；

ス
ト
ン
は
ハ
ド
ソ
ン
河
東
免
ユ
ロ
ン
ピ
ヤ
郡
に
一
一
、

1

.

?

l
>
.
最
初
の
鐵
エ
場
.を
設
け
、
早
べ
も

t 

■ 

I
. 

l
i
l
i 

.. 

»
|
\ 

 ̂

-
 

•

'\-V-:

一
七
五
〇
年
に
は
之
を
擴
張
し
•て
い
る
。
被
は
獨
立
宣
言
署
名
者
ヴ
；
ィ
リ
ッ
，プ
の
父
で
あ
る
。
又
一
一
ユ
ー
’
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
モ
リ
ス
郡
の
、
 

大
地
主

ジ
ェ
イ
ゴ

ブ
•
フ

ォ

^
-
ド(s

r
o

は
一
七
，
五

〇

年

に

锻

H

場
一.，
一

を

マ

ウ

ン

ト
•
プ
レ
ザ
ン
\ト

(

ロ
ッ
ク
ア
ゲ
ユ
ィ
の
望
嗤

)

に
建 

設
し
、-
ジ

ェ
イn

:

ブ

.
ア
ォ
1

,ド

C
J
r
.
>

も

、
、
、
ド

ル
®
工
場
の
'所
有
者
と
な
つ
た
。
M

に
地
主
ス
ク
丨
リ
ン
グ
卿

〔

職
^

機
靖
^

.1
|

:

.

,
7办
け
サ

1

も 

一
ニ
！

ジ
ャ
ー
ジ
I

及
べ
ン
シ
ル
ヴ
ヱ

11

‘ア
で
鐵
工
業
に
從
事
し
て
い
る
.0
彼
は
前
述〈

1

ゼ
ン
ク
レ
ー
フ
ァ
に
土
地

'̂

^
O L

、
モ

リ

ス

，郡
の
ハ
イ
！ハ
ー

11 K

所
有Q

-
K

ド
ヴ
.ェ
ン
チ
ャ
ー
培
鑛
爐
に
投
資
し
、
一
七
六
九
年
に
議
，

會
か
ら
特
權

A

與
え
も 

、れ
、.

'
I

也
_

¥

'
寒
は
，
.
|ゼ
卡
_

.

.

‘ 

，
 

-

 ̂

,

24〕 

-

ル
ス

•
キ
ャ
ロ
ル
は
有
名
な
パ
ク
プ
ス
コ
鐵
エ
業
の
資
本
の

31
;
分
の
一
を
出
し
て
い
る
。

-.
.

.

方̂
ボ
^

.炉
ン
：、
^
:
ヲ 

：

: 

が

、

鐵

エ

業

も

そ

の

茧

要

な

，ー

部

門

で

あ

つ

た

事

は

，
胃

頭

に

述

べ

た

。

例

え

ば

'
ロ
ー

ド

.
T:
イ
ラ
ン
ド
の
.ス
テ
フ
ァ
ン

•
ホ
プ
キ
ン
ズ
-
, 

t

獨
立
宜
首
锻
名
漭

〕

、

一
一
コ
ラ
'ス
及
モ

I

ゼ
ス

•
ブ
ラ
ウ
ン
兄
弟
は
ジ
ヤ
べ
ズ
，
ボ
ウ
エ
ン
、
イ
ズ
ラ
エ
ル

,
汐
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
と
共

J

l

.

七
六
九
年
に
有
名
な
T

プ
熔
鑛
爐
を
始
め
て
い
る
。
其
に
先
立
•つ
一
七
六
五
年
に
は
シ
チ
ュ

H

丨
'の
南
東
で
旣
S

鐵
に
從
事
し
^

い

.

城》

叉
二
ユ
ー

•
ョ
ー
ク
の
若
干
仏
商
人
も
同
律
の
投
資
を
し
て
い
る
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
•ィ
T
の
ア
レ
ン
读
及
び
モ
リ
ス
家
も
多
年
に 

.

亙
っ
て
ニ
 

r
 
ニ
ゾ
ャ
！
ジ
ー
、
_
。へ
ン
シ
ル
ヴ
ヱ
一
一
，ア
で
鐵
工
業
に
從
事
し
て
い
る
。
卽
ち
ウ
ィ
リ
ア
ム

’
ア
レ
ン
：
.

H 

-i

か

篇

I

I

^A 7〕

は
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
.
.タ
，1
ナ
ー〔

フ
ィ
ラ1

ァ
ル
フ
ィ
ァ
、
商

人

〕

と

典

，
に

ユ

一

一

木

ン

織

H

場
を
設
立
し
#
彈
を
製
逍
1;
て
.い 

.
た
が
、
工
場
は
一
'七
七
八
^
拋
莱
さ
れ
、
彼
启
身
は
ロ
イ
ア
y
ス
ト
と
し
で
一
七
八
〇
年
I ロ
：ン
ド
シ
で
死
ん
で
い
る
。
艾
.兩
人
は
ア
ン
.ト 

* 

-
1

.
す

ス

、-ジ
ェ
イ
ム
ズ

.
ロ
ー
ガ
ン〔

ヴ
ン
歡
巧
ー
等
十
四
名
と
共
に
カ
ム
パ
ニ
ー
を
作
り
、
ダー

ラ
ム
.
鑛
爐
を
設
立
し
、
 

:。
へ
、

：
ハ
>
:
.
驗

 

：

奴
隸
を
勞
働
カ
と
-L
て
い
、
 

ô
s

こ
ひ
溶
鑛
爐
の
所
有
替
の
一
人
製
鐵
業
者
^

ィ

ム

ズ

.
モ
ル
ガ
ン
の
子
、
、ダ
ニ
ェ
ル•

モ
ル
ガ
ン
將
軍
は
.若
い
_

父

ゼ

助

け

て-.

-
-
*
.
■

r
 

(

8 0
ノ

1

:

:1
: 

レ
デ.ム
プ
シ
ヨ-ナ
.
1

こ
^-
■働
き
、
炭
燒
夫
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
叉
觸
立
宣
言
署
名
莕
ジ
'
ョ
I
デ
.

テ
ィ
ラ
ー
は
ウ
ヱ
ィ
.ル
ズ
生
れ
で

I

身
請
渡
航
人
と
し
て
.渡
來 

し
、

ー
時
こ
こ
で
旗
嫩
エ
を
し
て
い
た
が
後
、
堪
獨
で
こ
，の
賃
借
人
と
な
っ
た
。

'
 

, 

、

r

:.
• 

. 

- 

- 

• 

• 

.
.
.

'.
.ベ.

.

. 

• 

• 

. 

• . 

. 

. 

. .、
 

•>
、
-

■■
^
,
.
'
'
:
.
.
:

。、.；へ、.ー：；；"
.驗

^
 

1'v.

.

七
六
三
年
に
特
別
の
公
道
建
設
を
請
願
し
■た
が
、.
之
は
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
完
成
さ
'れ
て
い
る
。
.こ
.こ
で
は
/
ト
ー
ヴ
を
纸
產
し
獨
宂 

ゝ
戰
爭
中
は
砲
彈
虫
產
を
行
っ
た
。
マ
サ
チ
.ユ
セ
，ノ
ツ

の
裁
判
長
ピ，
丨

タ

ー

.
オ
リ
ヴ
ァ
ー
は
一
七
五
一
年
プ
リ
マ
ス
那
、、

/

ド
ル
ス
ハ
ラ
の

. 

V: 

.
.
.

..二'

-
.
. 

■
- 

■
 

ノ
 

(

3) 

:
-
-■-
•
.
.
.

截
潋
：丄
.場
設
立
に
投
赍
し
て
い
る
が
、
、之
は
投
資
丈
に
止
ま
り
經
營
に
は
手
を
出
し
て
い
•な

い

’
。

叉

ジ

ョ

ン

.

テ
ィ
ラ
！
は
早
く
も
一
七

:
ソ
遂
藝
一
一
れ■

_

»
ベ
■
賢
炎
_

_
變

^

設
しV

い
る
。
彼
の
祖
先
は
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ル
ト
シt

—

の
出
身
で
あ
る
が
、
、彼
自
身
は
ベ
、く

％

ル
，ガ

H

一

ー

ア

め

檢

事

總

長

〔

一
七.

、
 

* 

....

- 

: 

フ-■ 

- ■

.ト
イ A- .p" 

-

ir

七
^
—1
、

七
三
-三
年〕

.ジ
、
ャ

コ

ブ
V
デ
ィ
ラ
ー
の
甥
で
あ
る
。
主
と

-̂
で
釘
及
ぴ
釘
，
桿
を
坐
產
し
、
そ
め
安
價
な
事
は
リ
ヴ
>
ブ
ー
ル 

' 

.
 

[

 

8

 

, 

/ 

.

商
人
を
驚
が
し
、

一
七
'五
〇
苹
の
§

例
を
齋
ら
す
契
機
.^
な
っ
た
。

：，v: 
<

'

_

 

,

.厂

：■

'
-
: 

V
:
.
:
- 

, .■
パ
'

V

.

:

'

.

'

:

.

.

 

-一
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:

、
：

-

:

:
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:
.
.
.
'
'
:
.
- 

. 

/
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V 

•

... 
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.

-

,

.
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.

 

し

.

.

-
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'
:
.
、■
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■- 

, 

... 

■

;■
-
-
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.
.

■
- 

- 

.
-
-
:
-
-
-
.
，
\
.

■
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■. : 

.. 
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二
.
-
;
,
；

 

-
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■.
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. 

V.. 

.. 

■ 

. 

.

.

.
•'
:

.

1

.

.

.

烈

り
 1

.

.

.

.

.

い
.：.
0:
'
ベ
へ

.：.

.

.
、
ぃ
ー
.
二
へ

 

'
.
'
.

一....

)

.

.

.

. 

-
 

■
 

-
-
V
- 

■ 

>
-
> 

V 

- 

-
 

• 

- 

- 

■
 

. 

• 

■
 

; 
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-

V
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'

/

-

-
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-
- 

-

、

•
- 

, 

' 

\ 

: 
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■ 

■



從
'つ .

て
前
記
獨
.立
宣
言
緊

'
'

-

'

H

m^ ;
會

雜

訪
•
第

四

十

六

卷

第

十

ー

號

’ 

•

-

 

三

八
 

'

(

九
ー
ー
6

)

(

20)
 

S
w
a
n
k
,

 Ibid.,JPU 

罗M
p
s
t
, 

op. cit., p
.
19 ； 

' , 

I

 

■、
 

• 

’ •

(

21) 

SvTaak, Ibid.v 、p. 、‘1
5
3
*
.

, 

.

へ 

•

ぃ
 

'

-
.c^) 

g

l

择

 

s

a l

s

•

驗

. 

. 

— 

■
、 

：

 

' 

>

(

职
、

s

i
-p
k
,
. 

Ibid,, p
:
1
5
1
.

彼
は
；

K

 
土
地
所
有
者
"
鐵H

業
者
フ
•ィ
リ
-ジ
。？
•
リ
ヴ
.

r

ソ
グ
ス
ト
ン
‘の
、派
を
妻
と
し
、

、
-

'

名

フ̂
.ィ

リ

ッ

プ

と

ぽ
赣
兄
笫
の
關

%

に

あ
る

。

a

l

&

y 
,
§

f
,
p
.
1
5
2
I

CO
V

(

24)
'East, Ibid., p

.
19. 

- 

■ 

• 
、 

,

,'
•

.

(

25)

w
p
w
^

I
h
F

 P
.

&
; 

Ibid., p. 127. 

'

. 

* 

. 
、
 

* 

*
-

(

2 6) 

gast. Ibid., p
.
19* 

' 

I
. 
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S
W
-
- 

H
I
- d
. 

W

E

R
 

i

.

-
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^
 

H

o

f
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M
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-

.
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•
- 
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-
• 

■■ 
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• !
;
.
• 

• 
• 
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' 

.

.

.
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. 

: 

-
-
-
-
- 

- 

■ 

• 

- 

: 

- 

■

• 

.

.

. 
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•
•
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*
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,
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'
• 

. 

.. 

.
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.
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.. 

.

. 

-
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フ

；
：
.

.
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•
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-

• 
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:

••
•
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.
-
-
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. 

.

.

.

■:
•
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'
:
.
.
.
■■
.'.
•
.
.

へ

.

.

.
,'
'
.
.
: 

ン

-

'

' 

..

. 

. 

:: 

r

.

f
.
.

(

2 8) 

East,,^>

s:.
,
p
,
.
s
;
'
s
w
a
n
k
,
r
b
i
d
.
,
p
*
5
4
9
^
s
#
^
o

 

. 

{

C29) 

S
wan

k
,

 Ibid.';p.168-9. 

r 

o

へ
30
.

)

- sw
’ank, Ibi

'^'
p
.
169

^

H

d

r

/ 

\

 

/ 

< 

• 

■ 

. 

(

3 1) 

S
w
ank, Ibid., p. 170, 

§, 

. 

■ 

' 

\ 

,

.(

32) 

g

l 择

臼 

F

V.
M
8
4
. 

. 

' 

: 

‘ 
ぺ

，

’ 

,

-

(

88) 

East, Ibid., p. X9"; S
w
a
n
k
,

 Ibid,, p. 121 ， 

-

, 

, 

,

、 

、

.

- 

> 

 ̂

て：
'
:
':;
.
-
-
.
.
.
.
.

(

34) 

■ 

swank,, 

r
i
.
'

p. 

1
7
7
1
8
. 

■ 

^

斯
の
如
く
鐵

H

業
は
知
ず
ィ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
ヴ
要
求

.と
し
て
、
次
'い
で
坐
！
^
段
.

&

生
產
と
軍
事
工
業
と
し
て
、’夫
.々
の
，意
味
で
上. 

か
ら
の
保
護
.
W成

♦
特
權
に
ょ
っ
て
於
成
さ
れ
た
特
權
マ
一
一
ユ
フ
ァ
タ

.チ
ユ
ア
で
あ
る
。
旣
に
見
た
様
に
.、
外
國
資
本
‘
•地
主
*商
人 

資
本
#
於
投
下
さ
れ
て
い
^
が
、
外
國
資
本
に
ょ
る
也
業
も
獨
立
戰
爭
に
皆
し
そ
の
パ
1
ト
ナ
|
が
'或
は
分
裂
し
、
或
は
植
民
地
側
に
味
.

方

¥
て
植
民
地
.軍
に
武
器
弾
藥
を
供
給
し
て
い
る
。
' 叉
大
土
地
所
有
#
-
-
多
く
の
場
合
そ
の
所
有
地
に
鑛
床
を
有
す
る
-

-
に
加
え

て
、

ボ
ス

，
ト

ン

、f
v
.
l
•
ョ

ー
ク
、

フ
ィ

1

ス
デ
と
フ
ィ
ナ
等
の
前
期
的
商
業
資
本
が
自
已

と
'密
接
な
關
係
を
も
"つ
粗
工
業
の
一
部
門
. 

と
し
て
織
江
翁
に
投
资
し
て
い
る
例
も
少
く
な
い
が
、
こ
，の
兩
蓉
と

:#
/0
/
.で
、
•
兩
#

と
.共
に

变

配

階

級

を

樋

，成

ず

'^
裁

判

背
•
法

律

家.

,

等
も
舞
臺
に
姿
を
現
わ
す
•彼等成する

'特
權
的
企
業
#
層
は
廣
汎
に
‘存
在
ず
^
小

生

，
產

#
"

~

"
之

にヴ
い
て
は後
述
す

る
_

_
を
：
 

/足
え
つ
っ
ア
イ
ア
ト

»■
-
プ
ラ
ン
テ
.イ
シ
ョ
シ
と
い
y
特
微
的
經
營
形
-^

t
と
る
。
あ
の
！

n|

大
な
自
給
體
の
內
部
.の
，勞
働
力
は
奴
款
及
び
ド 

、
，
イ
ツ
或
ば
ア
イ.ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
年
率
契
約
奉
公
入
か
ら
成(

|)

事
釦
思
え
ば
、
ス
ヮ
ン
ク
が
ぺ
'ノ
シ
‘
-ル
ヴ
.ェーー‘ア
鐵
エ
業
を
#

微
ず
け
た

次
•の
言
H

安
當
な
%*
の
と
し
て
肯
け
る
の
-で
あ
る
。
郁

ち「

.
そ
の
所
有
者
は
殆
ん
ど
封
建
領
主
.で
，あ
カ
、
_彼
.等
^
對
，
し

て

勞

働

敦

,

及
び
そ
の
家
族
は
仕
事
の
面
丈
で
な
ぐ
、
生
活
萬
般
.に
•っ
い
て
助
言̂
指
導
を
求
め
た
。
彼
等
は
屢
々
黑
ん
勞
肩
#
を
文
字
通
り
所
有 

/
 
.
し
、
叉
彼
等
に
對
じ
肖
人
1 !
|
漱
»
人
は
麋
々
海
を
橫
切
，る
旅
費
を
支
怫
ぅ
爲
或
期
間
束
縛
さ
れ
て
い
た
。
叉
紙
筹
は
製
鐵
と
其
に
農
場

.

c
o
l
o
n
e
l
s
)

で
あ
っ
た
。.
.(

中
略
ソ
ぺ
ー

…

背
の
ぺ
乂
シ
ル
ヴ
丄
一
一
ア
製
鐵
業

#
に
ょ
り
行
使
さ
れ
た
權
力
は
赏
際
領
主
的
で

.あ

.

,

パ

ト

リ

-/
1
カル 

-
S

 

.
 

.
 

、
 

\ 

- 

.

.り
、
家

.父
長
的
で
も
あ
つ
た
。…

：
.

…

L1
1

- 

•

:

,

)

0

 

.
s
w
a
&
,

 op. cit,, p. 

_
 

.
鈴
木
_
介T

ア
メ
リ
カ
.經
濟
史
霞
序
誰」

八
七
贺
}°
友
好
的
*

r

ン
デ
ィ
ア
'‘ン
使
用
の
例
は
w
s
n
k
. 

Ibid;

p. 1
6
8
.

ド
イ
ツ
捕
#
陵
用
の
例
は 

g

g
§

F

p. 

loo
p 

.
, 

'

' 

* 

, 

. 

.
 

, 

.
 

一
 

- 

. 

■

:

(

3 6) 

Ibid4 P* 1B9

1190. 

ノ
' 

■ 

' 

1

.

.

. 

•
•
.
. 

; 

- 

. 

.

.

.

.

. 

-

5 

‘ 

- •

.

.

.

.

:

■
 

’ 

？

•
• 

• 

.

:•
- 

•
. 

.••
■

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

' 

, 

, 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

.

. 

.

-

'

.

< 

-
•
. 

• 

- 

- 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

. 

I
: 

\ 

.

.

-

.

か
如
る
上
か
ら
の
特
權
的
企
業
苕
層
の
動
き
に
對
應
し
て
、
之
と
樣
々
な
什
方
で
終
み
あ
い
關
係
し
て
い
る
小
生
產
种
义
は
こ
の
猶
マ
パ 

.‘，it 

K

フ
ァ
ク
チ
ユ

.ア
内
部
の
勢
働
_种
の
，中
か
ら‘

次
.ま
す
る
教
が
現
わ
れ
、や
於
て
そ
の
*
%
&は
特
權
的
企
業
瞀
に
成
上
っ
て
行
く
。
、

•

.

.
ア
メ
リ
カ
植
民
地
工
業
^
歷
史
的
形
態
:

、

■ 

t 

•
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n
j

田
擧
'會

雜

誌■
第
四
十

j

ハ
卷
第
十

5

.
 

V 

\

 

•

,

.

，四
o
 

C

九一

三

)

丨

' 

例
え
ば
、
'

七
五
〇
年
に
ニ
、
1

,
ョ
，1
ク

，
の

オ

レ

ン

デ

郡

ヮ

7

ヤ

ン

グ〔

'ハドツシ河卜らニ六哩

〕

に
反
/

鎚
を
も
づ
製
飯
場

•
* 

' 

, 

(

7
 
ノ 

!

が
あ
っ
た
、が
、
之
は
.锻冶屋レグス，
，

•
スク口ウ

‘及
1

の

所

有

に•か

か

る

も

の-で

あ
.っ

た

。
.
文一

七
ニ
ー
 

年
ロ
.丨
ド

•

ァ
イ
ラ
ン
ド

, 

* 

, 

ご 

:

• 

， 

- 

(

8 8)

の
二
ユ
ー
；；
.
ポ

ー

ト

の

鍛

冶

屋
.サ
ムH

ル
•
ビ
‘ゼ
ル
は
植
民
地
か
ら
釘
製
造
の
爲
に
ニ
〇
〇
ボ
ン
ド
の
貸
付
金
を
受
け
て
い
る
。
ウ
ィ
リ 

ァ
ム

.
リ
チ
‘ャ
ト
ズ
は
若
い
职
ぺ
ン
シ
ル
ヴ

H

 

i

ー
ァ
のn

ヴ
ェ
ン
ト
鍛

H

場
及
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
熔
鑛
爐
に
雇
わ
れ
、
，
一
七
六
八
年S

U

テ

ゼ
ー
：
•
:f
e

;

#
®
髮

1,
:
,歧
片
;'
>
'
:
客

に
同H

場
の
經
營
者
と
な
り
、

一
七
八
四
年
之
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
。
M

に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
鍛
冶
エ
ト
マ
ス

•

ラ

タ

ー
は
マ
ナ 

ト
ー
一一ー
地
方
に
一
っ
のb

l
o
o
m
e
r
y

 
f
o
r
g
e

を
設
け
、、
‘

一
七一

一〇
年
に
.は

コ

1
ル
ブ

ル

ッ
ク
デ
イ
ル
^
鑛
爐
を
設
立
し
た
カ
ム
パ
ニ 

1

の
主
な
メ
ム
パ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
彼
の
子
孫
'の
多
く
は
優
れ
た
べ
ン
シ
ル
ヴk

一一
 
ァ
の
製
觀
業
笤
で
あ
り
、
獨
立
宣
言
辍
名
矜
ぺ
ン

,

r 

.

(

40
ン 

- 

，
 

-

-ジ

ャ
ミ
ン
.
ラ
ッ

シ
は
彼
の
會
孫
に
當
る
。
之
等
は
小
生
產
莕
叉
は
勞
働
#

か
ら
漸
次
上
昇
し
企
業
家
に
な
，っ
て
行
く
例
で
あ
る
が
、
か
、

て
來
る
。
例
え
ば
ジ
ヱ
ィ
ム
ズ
.
オ

ー

ル

ド

は•銀
-

H

と
し
て
ウ
ィ
ン
ザー

鍛
工
場
に
雇
わ
れ
て
い
た
が
、

一
七
六
五
年
プ
し
ル
•锻
工
場
を

設
立
、
M

に
レ
バ
ノ
ン
附
近
と
、

.
チ
ェ
ス
タ
ー
、」

フ
ン
カ
シ
ャ
ー
及
び
バ
ー
ク
各
郡
の
銀
'エ
場
の
所
有
權
を
も
ち
、

1

七
七
三
年
に
は
レ

デ
ィ
ン
グ
培
鑛
爐
の
賃
借
人
と
な
づ
て
い
る
。
彼
吣
妻
は
ブ
ー
ル
銀H
場
の
敷
地
所
有
者
の
娘
で
あ
っ
た
t

い
’。
か
く 
■て
彼
は
ぺ
•ン
シ

ル
ヴ
•ご

1

ブ
の
初
期
製
鐵
業
教
，の
最
も
成
功
し
た
者
の
一
人
で
、

一
七
九
一
、

一
七
九
ニ 

•及

び

一

七

九

三

年

度

の

ペ

ン

、ト
ル
ヴ
ヱ
一
一
ァ

議
チ
會
の
議
員
で
あ
っ

7
^。

彼
の
兄
弟
ウ
ィ
リ
ァ
ム

•
オ
ー
ル
ァ
も
ウ
ィ
ン
ザ
ー
鍛
工
場
の
缎
エ
が
ら
出
發
し

、
棒
鐵
生
產
者
と
な

り

、

‘ 

J 

§
 

* 

‘ 

,

後
ス
テ
ィ
ー
ゲ
ル
男
爵
の
.娘
と
結
婿
し
て
い
る
。
义
•ジ
ェ
イ
ム
ズ

.
オ
1

ル
ド
0
娘
は
.
'ロ
バ
レ
ト

•
コ
1
;ル
.
マン
.と
結
黹
し
て
い
る

。

-

I

ル
マ
ン
は
ア
、イ
ル
ラ
ン
ド
に
生
れ
、
一
六
歲
で
渡
來
、
ジ

J1
イ

ム

ス
.
ォー

ル
ド
の
下
で
働
き
、
一'七
七
三
年
オ
ー
ル
ド
の
娘
と
結
婚
、

獨
立
戰
爭
中
は
ぺ
ン
シ
ル
グH

一一
 

ア
民
兵
の
將
校
を
.務
め
、1

方
結
婚
直
後
ザ
ル
フ
ォ

I

ド
銀
工
場
を
賃
借
し
、
こ
こ
で
ィ
ギ
リ
ス
艦
隊 

に
對
レ
テ
ラ
ウ
.ェ
ア
河
を
封
鎖
す
る
爲
の
鎖
を
製
造
し
た
。
後

H

y
ザ
ベ
ス
溶
鑛
爐
の
賃
借
人
を
經
て
、
そ
の
所
有
者
七
な
つ
た
。
こ
こ 

で
大
砲
及
び
砲
弾
を
製
造
し
た
が
、

1

七
九
ニ
年
に
政
府
か
ら
ニ
*
に

亙

り

，
ド

ィ

ツ

人

捕

虜

を

合

計

七

〇

名

a

名
當
リ
三
o

ボ
ン
ド
.、
合

• 

. 

-
• 

-
-

-
-

-

レ
デ
ス
レ
ィ
す
，
1
 

' 

'

計11
、

一

〇
〇
。ホ
ン
？

o

を
受
取
つ
て
い
る
.。
更
に
憲
法
.會
_
の
一
員
で
あ
り
議
.
.俞
議
員
で
%
あ
り
、
ウ
ィ

>ス
キ
ー
叛
亂
に
、際
し
て
は

'騎

兵

隊

め

稭

馨

と

：
つ

允

_

#

運

.連
產
畚
1

違

^
た

彼

ち

幾

^
漱

畫

薛

, . る
へ r \ r \ . r \ r \ r \  へ . 。 
48 42 41 40 39 88 87V-/ \J v/ vy レ v/ w ,

swank.. Ibid., p. 137, 

s
'̂
a
n
k
.

 Ibid,, p. 127*

M
w
a
n
k
,

 Ibid，, p. 159.

S
w
a
n
k
,

 Ibid., p' 165

1

CJ
> ̂wining,. Iblp,p.18. 

S
w
a
n
k
,

 

r
a
d
v 

p
.
1
8
0
-
1.

S
w
a
n
k
,

 Ibid., p. 

1

8

r

• 

s
s
n
k
,
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s
—
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四

—(

1)

.植
民
地
の
ブ
ル
ジ
ョ
ゥ
的
進
化
の
芬
を
上
か
ら
摘
み
と
6
ぅ
と
す
る
ィ
ギ
リ.ス
重
商
主
義
の
植
民
她
±
業
規
制
及
び
植
民
地
の
諸
獎
勵
.

(

2) 

• 

• 

* 

 ̂

• 

» 

.
-
V 

.
 

. 

.
•
'
:
,
.
-

政
策
が
總
じ
て
植
民
地
ェ
業
に
蜇
大
な
影
響
を
與
ぇ
得
な
か
っ
た
事
は
こ
こ
に
詳
述
、す
る
事
を
し
な

.ぃ
。
叉
植
民
地
に
於
け
る
中
/1«
：
的
手

ア
メ
リ
カ
植
民
地
工
業
の
歷
史
的
形
憩

四J 

' 

,
c

九
ニ
三)



;

I

 
六
卷
’
'第
十1

號
、
.
.
'.ノ

 

.：
 

’
： 

•

.

四
1

V(

九
二
四)

エ
業
ギ
.ル
ドど
て
も
ボ
X
ト
，ン
の
.桶
エ
及
び
製
靴
エ
に
限
ら
れ
、
し
か
4-
鄉
等
の
特
權
は
農
村
の
競
爭
者
に
ょ
り
强
く
反
對
さ
れ
た
。
之
-

-
- 

■
 

’
 

'
S 

,
 

-

に
似
た
手
工
業
者
の
固
體
も
見i

れ
た
が
、■
早
く
消
滅
レ
て
い
，て
問
題
と
す
る
に
足
り
な
，い
。
徒
弟
制
度
は
か
な
り
嚴
格
で
あ
つ
た
が
、
 

徙

弟

は

：不

足

し

逃

亡

ず

^

矜
も
多
加
つ
允
。
こ
の
爲
七
、ヶ
年
の
年
期
規
，货
を
維
持
出
來
ず
、
•四
ヶ
年
'或
は
三
ヶ
年
に
さ
え
短
縮
し
ょ
ぅ
と
‘ 

す
る
“傾
句
ハ
か
現
れ
て
來
た
0
、
一
方
職
人
が
西
部
の
土
地
を
求
め
、
假
令
t

し

く

て

も

獨
？
！

の

農

民

に

な

ろ

ぅ

と

し

、

,'
黑

奴

の

競

爭

的

進

出 

も

共

働

し

て

略

ノ

ー

 

七
四
〇
年
迄
，に
は
諸
傲
制
は
槪
ね
消
減
し
1:
了
ぅ
。
が
く
て
、內
外
の
規
制
か
ら
解
放
ざ
れ
つ
つ
、
自
由
な
生
產
力
は 

都
市’U

農
村
£

勝
ぼ
，し
‘始
め
る
ゝ
‘
‘そ
し
て
‘人
は
、め
增
加
4

交
通
の
發
達
’に
伴
い
、、
豐
か
な
農
村
の
ざ
，中
に
有
利
為
立
地
_
を
選
ん
で
エ
業 

,
村
落
場
町
が

‘出
現
し
、
や
が
て
工
業
町
え
と
上
昇
し
て
行
く
， 

,
 

:

,

以

上

，
に

於

，
で

私

は

i

地
工
業
の
基
軸
たI
織
物
業
及^.
鐵H

業

^
內
部
に
於
け
る

一

一
つ
の
相
對
立
す
る
體
系
を
述
べ
た
。
獨
立
戰
#

に
際
し
て
猶
民
支
配
階
級
は
ニ
分
し
た
。

-
卽

ち

：ロ

ィ

ア

リ

ス

ト

及

び

パ

ト

リ
ア

：：-

十
。a

ィ
T
リ
ス
ト
は
財
産
を
沒
收
さ
れ
亡
命
す

る
が
、
必
ず
し
1
總
て
の
1
1ィ
ヶ
リ
ス
ト
が
か
.か
石
運
命
に
遭
つ
た
、の
で
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
明
か
で
は
な
い
が
、
•恐
ら
く
パ
ト
リ
ア 

1
ト
側
の
先
配
階
級
と
親
戚
.
友
人
關
係
を
結
ん
で
い
た
事
に
ょ
つ
て
保
贫
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
ロ
ィ
ア
リ
ス
.ト
の
财 

產
も
出
來
I

.り
溫
存
裏
て
い
た
？
か
く
て
驚
地
支
配
階
級
は
村
擊
を
受
け
つ
づ
も
、
•新
な
一
群
を
加
え
て
依
然
そ
の
地
位
を
確
#
, 

I

し
て
い
た
り
で
あ
！

一
 

方
小
^
產
救
は
、ィ
ギ
，リ
又
か
ら
の
獨
立
と
い
ぅ
點
で
パ
ト
リ
了
丨
、十
の
变
配
階
級
と
同
盟

.し
た
。
* 

a

ィ
ア
リ
ス

ハ-

1讓

1

_

勤

纖

霸

_

_
醫

1

寒

1

髮

1

&
觀

顧

#

1

1
1 :
滞
1

§

讓
^
^
^
^
^

立
後

、

漸
く
展
開
し
始
め
た
マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
、

T ;
王
及
び
^'
と
判
別
し
難
い
小
生
產
者
0-
擡
«
を
恐
れ
た
支
配
階
級
の
反
革
命
に
遭
”

’
•
て
强
權
に
ょ
り
壓
服
さ
れ
.て
了
ぅ
。
‘之
.は
結
，勝
そ
の
^

^
ジ
ョ
ワ
的
發
展
の
未
成
熟
の
1̂
と
一K

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

.

：
:■
'

X

一

民

地

.^'
鉋

聽

製

醫

ぼ

暖

_
犯
_
^

•

に

藤

じ

て

上

か

ら

ブ

ル

ジ

化

し

っ

っ

，こ
の
支
配
網

.か
ら
離
脱
せ
ん
と
す
る
プ
.ラ
h

f

大
地
主
.，
前
期
的
商
人
等
の
植
民
地
支
配
，

^
級
ゆ
及
び
亂&
の
耒
成
熟
の
故
ぬ
迄
ぉ
词
盟
^

^
っ
紳
用
舊
れ
文
筏
汾̂

' 

/ 

.
■
. 

.

.
0,
;

間

を

：励

撒

す

备

嗍

間

的

存

在

;.
:
°
恣
.が
線

_«'
赞

期
:0
;
踏
級
裳
で
あ
基
ぷ

ジ
ョ
ワ
化
と
卞
か
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ
、ヮ
化
の
對
立
.な
の
で
あ
り
、
本
來
の
資
本
1
勞
働
觀
傲
，に
見
ら
れ
る
樹
立
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
；- 

對
.立
が
正
面
か
ら
行
わ
れ
る
に
は
、
南
北
戰
爭
を
經
て
前
期
的
資
本
及
び
ブ
ラ
ン
，タ
ー
が
打
倒
さ
れ
ね
ば

t

な
'か
っ
た
。
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c
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T

w
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.毛

織

物

業

に

っ

い

て

は

Q

o
ぎ

o

p

.
2 .
r

,
 

3
8
—

4
7
,

鐵

工

業

に

っ

い

で

は
 

w

is .
w

^

o

p

.

os -
*

.

'

p
a
s
s
i
m
'
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•

'

(

2) 

Clark, Ibid., 、pp. SI

丨72, Cole, Ibid., pp. 34—
S7; s

u
i
n
g
.

 Ibid., pas

M-im. 

‘

- 

. 

,
 

.

C
-B) 

Ibid., p. 66,102, wridenba-agb,

o
p
. 

c
i
f
d
.144. 

*

0
0
)

こ
の
點
ft
っ
い
'て
は
第1

一
節-に
旣
^.
し
^

荷w

d.denbaugh. Ibid., p. 5
3
-
4

 

と
、
之
に
對
す
る
 

Clark, f
b
i
f
p
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•
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_
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■
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w
g
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ダ

 

o
p
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citj C
h
a
p
t
e
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M「

附
記」

本
稿
.は
慶
應
義
塾
學
事
振
興
資
金
に
よ
る
硏
究
の1,

部
で
あ
る
。
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鐘

囊

め

肇

的

擊

四
.三

(

九
ニ
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